
資料１

※「課題と対応策」にある（Ｐ○○）は第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画に該当

するページになります。



第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート１

事業名 介護予防・生活支援サービス事業 結果 ○

現状と課題

具体的な取組

高齢化の進展に伴い、虚弱がみられる高齢者が増加するなかで、閉じこもり解消のた

めに外出機会を必要とする者や、介護サービスの利用までは必要としないが何らかの介

護予防の取組が必要と判断される者などに対して、自立支援、介護予防、重度化防止の

ための介護予防・生活支援サービスの実施が必要となっている。本市における介護予防・

生活支援サービスとして、訪問型サービスと通所型サービスを実施することにより、日

常生活の支援、外出や運動の機会確保の他、口腔機能低下及び低栄養等の状況に応じて

歯科衛生士・栄養士が自宅を訪問し、口腔ケアや栄養状態等の改善を短期集中的に行う

訪問型サービスＣ（お口と栄養のサポート訪問）を実施する。

事業内容

取組実績

① 介護予防・生活支援サービスの実施

② 介護予防ケアマネジメントの実施

③ 短期集中訪問型サービスＣ（お口と栄養のサポート訪問）の実施

課題と対応策

① 介護予防・生活支援サービスの実施（Ｐ22）

引き続き、地域の関係者により構成する協議体を組織しての検討や、市内事業者など

関係団体からの意見等を踏まえて、地域の実情に応じた多様なサービスの充実を図る。

② 介護予防ケアマネジメント（Ｐ23）

ケアプラン作成数は今期は横ばいだが、年間3,000件のケアプランに対応するため

の安定した介護支援専門員の確保が必要である。自立支援と本人の意思決定を尊重した

ケアプランとなるよう、自立支援サポート会議や訪問型サービス Cなど多職種連携を

図りながら、ケアマネジメントの質の向上に努める。

③ 短期集中訪問型サービスＣ（お口と栄養のサポート訪問）（Ｐ24）

口腔や食の問題は日常的で本人の困り感が無く、サービスにつながらない事が多いこ

とから、口腔栄養アセスメントシートの活用や介護支援専門員との情報共有、歯科衛生

士や栄養士が訪問においてどの様なことを支援しサポートするのかを具体的に伝える

事等によりサービスの推進に繋げていく。

R３年度 R４年度 R５年度(予算)

訪問介護

相当サービス

件数 2,059 件 1,996 件 2,012 件

給付費 35,628,460円 33,346,849円 33,819,000円

通所介護

相当サービス

件数 3,012 件 3,134 件 3,257 件

給付費 88,057,495円 89,938,476円 95,122,000円

R３年度 R４年度 R５年度(予算)

ケアマネジメントA 3,079件 3,052件 3,000件

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数

歯科衛生士 実績 2人 7人 4人 13人 2人 12人

栄養士 実績 9人 38人 11人 34人 8人 48人
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第8期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート２

事業名 介護予防把握事業 結果 △

現状と課題

具体的な取組

高齢化が進展するなか、特に高齢者単身世帯や認知症高齢者の増加が顕著となって

いる。これらの高齢者は、問題の露見が遅れ、深刻化につながりやすいことから、関係

機関や地域との連携の上で積極的に状況の把握を行い、早期に各種サービスを紹介す

るなど、対応が必要となっている。

保健・医療・福祉の関係部門や地域における関係者と連携し、以下のような機会を活

用して、基本チェックリストを用いて、介護予防が必要と思われる高齢者の健康状態

などを把握し、地域体操教室やますますげんき教室（旧温泉教室）、歯科検診・相談、

栄養相談や料理教室の紹介などを実施する。

・75歳以上で介護サービスを利用していない在宅高齢者の訪問調査

・介護予防講座などの参加者

・本人や家族からの窓口や電話での相談

・主治医や民生委員など関係機関や地域からの情報提供

・要介護認定における非該当者の情報

事業内容

取組実績

① 介護予防把握事業

※ 毎年調査対象地区を設定し計画的に実施

課題と対応策

① 介護予防把握事業（Ｐ25）

令和2年度より新型コロナウイルス感染症の拡大により、訪問調査の中止が続き実

施件数が目標を下回った。調査用紙を事前に配付し、後日回収する方法で調査継続を

図った。75歳以上の人口増加が進んでおり、市内全数を実態把握するまでの時間がか

かる。

事前にアンケート用紙を投函し、各自記入してもらい後日回収する方法により効率

的な聞き取り調査につながっている。

調査員が回る件数には限りがあるため、見守り安心ネットワーク協力団体の協力を

得ながら、高齢者の見守りと異変の早期発見に努める。

R３年度 R４年度 R５年度

基本チェック

リスト実施数

計画 1,500人 1,500 人 1,500人

実績 902人 784人 1,000人
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第8期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート３

事業名 介護予防普及啓発事業 結果 ○

現状と課題

具体的な取組

滝川市のおいても、今後団塊の世代の75歳到達などによりさらに要介護認定者の

増、介護サービス給付の増大が予想される状況において、介護予防普及啓発事業の意

義がますます高まって、より一層の推進が必要となっている。

ア 介護予防講座…日常生活の機能向上、介護予防意識の向上等を図るため介護予

防に関する知識や情報を提供する。

イ 生涯げんき教室（高齢者運動推進事業）…運動による体力づくり、転倒予防な

どの介護予防を促進するため、民間の温水プールを活用した水中運動や自宅で継

続可能な運動の技術的な指導を実施する。

ウ 料理作りのつどい…低栄養状態の予防、自立した日常生活を推進する。

エ 高齢者口腔ケア教室…健康維持と介護予防において重要な口腔機能を低下させ

ないため、市内老人クラブ等を対象として口腔内観察、健康講話、口腔ケアなどを

実施する。

オ 老人クラブ巡回相談…介護予防・健康増進等を支援するため、看護師が定期的

に老人クラブを巡回し、健康相談、血圧測定、健康講話などを行う。

カ ますますげんき教室（旧温泉教室）…介護予防チェックリストにより外出の機

会が少なくなり、運動機能などが低下している高齢者を対象として、週1回、血

圧測定・健康チェック、いきいき百歳体操、ミニ講話を実施する。

事業内容

取組実績

ア 介護予防講座

イ 生涯げんき教室（高齢者運動推進事業）

ウ 料理作りのつどい・地域料理教室

Ｒ３年度 R４年度 R５年度

開催回数
計画 10回 15回 15回

実績 10回 23回 15回

延参加者数
計画 200人 300人 300人

実績 166人 422人 300人

Ｒ３年度 R４年度 R５年度

実施回数
計画 24回 24回 24回

実績 24回 0回 24回

実参加者数
計画 50人 50人 50人

実績 20人 0人 30人

延参加者数
計画 160人 250人 250人

実績 177人 0人 250人

Ｒ３年度 R４年度 R５年度

料理作りのつどい

開催回数

計画 12回 12回 12回

実績 ７回 12回 12回

地域料理教室

開催回数

計画 3回 3回 3回

実績 0回 0回 3回
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第8期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート３

エ 高齢者口腔ケア教室

オ 老人クラブ巡回相談

カ ますますげんき教室

課題と対応策

全ての事業が、令和2年からの新型コロナウイルス感染症の影響で、実施の方法や

定員などの制限があったため、実施回数や延べ人数が目標よりもやや少なくなってい

る。今後も、高齢者が参加する事業は感染症対策を継続しつつ実施することが必要と

なるため、実施方法の見直しや延べ人数の目標値などの見直しが必要と思われる。

ア 介護予防講座（Ｐ25）

一般市民向けやいきいき百歳体操会場にて、栄養改善や口腔機能改善などの介

護予防講座を目標程度は実施できた。今後は、高齢者の関心が高いテーマや実

施方法の見直しなど内容の検討する。

イ 生涯げんき教室（高齢者運動推進事業）（Ｐ26）

令和4年度は条件に合う委託先がなく実施できなかったが、今後は内容や募集

時期、新型コロナウィルス感染症拡大防止を含め事業の見直しを行う。

ウ 料理作りのつどい・地域料理教室（Ｐ27）

新型コロナウィルス感染症対策を含めて参加人数や目標数について検討する。

エ 高齢者口腔ケア教室（Ｐ27）

市内老人クラブやいきいき百歳体操会場、町内会等など参加者数の確保に努

延参加者数
計画 132人 132人 132人

実績 38人 70人 132人

Ｒ３年度 R４年度 R５年度

開催回数
計画 20回 20回 20回

実績 11回 11回 20回

延参加者数
計画 250人 250人 250人

実績 143人 174人 250人

Ｒ３年度 R４年度 R５年度

実施回数
計画 150回 150回 150回

実績 69回 89回 120回

延参加者数
計画 1,500人 1,500人 1,500人

実績 712人 997人 1,200人

Ｒ３年度 R４年度 R５年度

開催回数
計画 80回 80回 80回

実績 44回 76回 80回

実参加者数
計画 32人 34人 36人

実績 30人 29人 36人

延参加者数
計画 800人 840人 880人

実績 504人 803人 880人
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第8期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート３

める。新型コロウイルス感染症対策を継続しつつ、内容をオーラルフレイル予防

などに強化する。

オ 老人クラブ巡回相談（Ｐ28）

老人クラブの状況に合わせて、定期的（月１回～数カ月に１回）に看護師が訪問

し健康教育や血圧測定を実施してきた。毎年、老人クラブが減ってきているが、引

き続き看護師が巡回し、高齢者の健康相談や健康維持のための相談を実施する。

カ ますますげんき教室（旧温泉教室）（Ｐ28）

参加者が女性に偏り男性が参加しにくい状況があるので、地域体操教室からの

移行、教室内容の検討を行う。
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第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート４

事業名 地域介護予防活動支援事業 結果 ○

現状と課題

具体的な取組

2025年に向けた地域包括ケアシステムの構築を進める上で、地域における介護予

防拠点・住民主体の通いの場の整備及びその推進が重要視されているところである。

本市において重要な地域資源となっている「地域体操教室（いきいき百歳体操教室）」

のさらなる推進や、高齢者による各種社会参加活動の支援・拡充等を図ることにより、

高齢者の自立支援、介護予防・重度化防止のための取組を効果的に推進していく必要

があると考えられる。

ア・イ 地域体操教室（いきいき百歳体操教室）、いきいき百歳体操サポーター養成

講座…地域における介護予防拠点・住民主体の通いの場として、「いきいき百歳体

操サポーター養成講座」を修了したサポーター（ボランティア）が中心となり、

町内会、老人クラブなどと協力して、各種体操（運動機能、口腔機能、認知機能

低下予防）や茶話会などのサロン活動等を行う。

ウ 支えあい・いきいきポイント事業…高齢者の社会参加活動と介護予防活動を通

じた地域における介護予防の推進を図るため、ボランティア活動を行った者や地

域体操教室の参加者に対し、活動に応じたポイントを付与し、還元を行う。

エ 生きがいと健康づくり事業…高齢者の生きがいづくりと健康の維持・増進に資

するため、老人クラブが行う道路、公園、公共施設等の環境整備活動を支援する。

オ 自立支援短期宿泊事業…家族の負担軽減又は緊急時の対応のため一時的な施設

入所サービスを提供する。

カ 介護予防サロン事業…高齢者の健康の維持、要介護状態の予防につながる住

民主体の通いの場の開催者に対し、高齢者の参加人数に乗じた補助金を交付し、

開催を支援する。

キ 高年齢者の雇用対策…高年齢者の積極的な社会参加を促進する。

○一般介護予防事業評価事業…地域の実情に応じた効果的かつ効率的な介護予防の

取組を推進するため、定期的に介護予防の取組状況等に関する評価を行う。

事業内容

取組実績

ア 地域体操教室（いきいき百歳体操教室）

Ｒ３年度 R４年度 R５年度

開催地区数
計画 23地区 24地区 25地区

実績 26地区 26地区 26地区

延実施回数
計画 1,000回 1,050回 1,100回

実績 672回 1,199回 1,100回

参加者

実人数
計画 450人 500人 600人

実績 490人 470人 500人

延人数
計画 10,000人 12,000人 13,000人

実績 8,822人 15,130人 13,000人

サポーター

実人数
計画 150人 160人 200人

実績 167人 169人 180人

延人数
計画 2,000人 2,200人 2,500人

実績 3,485人 6,067人 4,000人
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第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート４

（いきいき百歳体操交流大会）

イ いきいき百歳体操サポーター養成講座

（サポータースキルアップ講座・情報交換会研修）

ウ 支えあい・いきいきポイント事業

エ 生きがいと健康づくり事業

オ 自立支援短期宿泊事業

Ｒ３年度 R４年度 R５年度

参加者数
計画 50人 50人 50人

実績 99人 55人 50人

90歳以上表彰者数
計画 1人 1人 1人

実績 7人 2人 5人

Ｒ３年度 R４年度 R５年度

講座開催回数
計画 2回 2回 2回

実績 2回 3回 2回

実参加者数
計画 15人 15人 15人

実績 11人 7人 15人

修了者総数（H18

～）

計画 308人 323人 338人

実績 304人 311人 326人

Ｒ３年度 R４年度 R５年度

開催回数
計画 2回 ２回 ２回

実績 0回 1回 ２回

延参加者数
計画 50人 50人 50人

実績 0人 44人 50人

Ｒ３年度 R４年度 R５年度

支えあいポイント

登録者数

計画 260人 270人 280人

実績 262人 262人 230人

いきいきポイント

登録者数(配布数)

計画 600人 650人 700人

実績 521人 496人 410人

施設等登録件数
計画 54件 54件 55件

実績 58件 56件 55件

Ｒ３年度 R４年度 R５年度

参加クラブ数
計画 15クラブ 16クラブ 16クラブ

実績 13クラブ 12クラブ 13クラブ

Ｒ３年度 R４年度 R５年度

利用者数
計画 1人 1人 1人

実績 0人 0人 1人
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第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート４

カ 介護予防サロン事業

○一般介護予防事業評価事業

地域の実情に応じた効果的かつ効率的な介護予防の取り組みを推進するため、定

期的に介護予防の取り組み状況等に関する評価を実施。

介護保険事業計画において定める目標値の達成状況などの検証を通じ、定期的に

介護予防の取組状況に関する評価を実施し、介護予防事業の改善を行った。

課題と対応策

ア 地域体操教室 （いきいき百歳体操教室）支援事業（Ｐ29）

新型コロナウイルス感染症の影響により、実参加者や活動回数が減となった。

今後も感染症対策をしつつ、歩いて行ける地域の介護予防の拠点として、サポー

ターの確保や地域の理解・協力により一層の意識醸成を要する。

イ いきいき百歳体操サポーター養成講座（Ｐ31）

現在、サポーター活動をしている方の高齢化により、サポーターの立場から参

加者として参加している方が増えてきている。今後も、啓蒙啓発を行い、サポー

ターを増やす。

ウ 支えあい・いきいきポイント事業（Ｐ32）

新型コロナウイルス感染症の影響により、登録者数や事業活動が増えていかな

い傾向となったが、今後もより効果的な事業としていくため、ボランティアセン

ター関係者及びいきいき百歳体操教室関係者との連携を深め、制度の検証を行う。

エ 生きがいと健康づくり事業（老人クラブによる地域活動支援）（Ｐ32）

老人クラブが行う道路、公園、公共施設等の環境整備活動を支援する事業であ

るが、老人クラブ会員数が減少傾向にあり、事業への参加者数が少なく、参加ク

ラブ数を維持することが困難になりつつある。

花壇の維持管理などの作業が身体機能の低下や介護予防につながることから、

老人クラブだけでなく、町内会などからの協力をいただき、老人クラブへの参加

促進のための検討が必要である。

オ 自立支援短期宿泊事業（Ｐ33）

入所施設の空き部屋との兼ね合いがあるため、緊急時に対応できないことも見

込まれるが、家族の負担軽減や緊急時にサービスが提供できるよう、町内会、民生

委員等との連携を図るとともに、市民への周知に努めていく。

カ 介護予防サロン事業（Ｐ33）

定例で開催されており、利用者も増え、閉じこもり予防や交流の場となってい

る。ただ、担い手不足など運営継続が大変な状況でもあるため、今後は補助金の交

付のみならず、担い手の確保や運営についての相談体制が必要である。

R３年度 R４年度 R５年度

開催箇所数
計画 ２か所 ２か所 ２か所

実績 ２か所 ２か所 ２か所

延参加者数
計画 6,540人 6,700人 6,700人

実績 9,629人 12,425人 13,200人
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第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート４

キ 高年齢者の雇用対策（P34）

高年齢者が、就労を通じて介護予防と自身の健康増進、継続して働けるという

自信と新たな収入を得る喜びを見つけることを目的として、介護保険の訪問介護

員に依頼できないことや民間サービスよりも安価で手軽に頼める業務のニーズを

洗い出した上で、引き続きシルバー人材センターと連携していく。

一般介護予防事業評価事業（P34）

今後も、介護保険事業計画において定める目標値の達成状況などの検証を通じ、

定期的に介護予防の取組状況に関する評価を実施・改善を行う。また、増加する高

齢者に対して予防に資する事業について検討する。
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第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート５

事業名 地域リハビリテーション活動支援事業 結果 ○

現状と課題

具体的な取組

高齢者の脳卒中や骨折などの急性期や回復期、閉じこもりや虚弱などの高齢者の状

態に合わせた自立支援、介護予防、要介護状態等の軽減・重度化防止を強化するため、

医療機関のリハビリテーション専門職や薬剤師など医療職との連携を強化する。

ア 地域ケア会議・自立支援サポート会議…多職種が参加して日常生活に支障のあ

る生活行為の要因、改善方法など介護予防ケアマネジメントに対するアドバイ

スを行う。

イ 住民主体の通いの場への関与…地域体操教室会場などの住民主体の通いの場を

訪問し、講話や指導を行い、要介護状態になっても参加し続けることのできる通

いの場づくりを支援する。

ウ 個別支援（通所や訪問への関与）…居宅介護支援事業所などからの依頼や相談

により、要介護認定の有無にかかわらず、高齢者世帯へ家庭訪問を行い、本人・家

族・関係介護職等に対し専門的な助言を行う。

エ リハ職ネットワーク事業…医療と介護の連携を深めるために、市内の医療

機関や介護保険事業所のリハビリテーション専門職と介護支援専門員などによる

研修や施設見学を実施する。

事業内容

取組実績

ア 地域ケア会議・自立支援サポート会議

イ 住民主体の通いの場への関与

通年で、介護福祉課介護予防係作業療法士が、必要に応じで各教室を訪問し支

援を実施した。

ウ 個別支援（通所や訪問への関与）

職種 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

地域ケア会議
作業療法士

計画 ５回 ５回 ５回

実績 １回 ２回 ５回

自立支援サポ

ート会議

薬剤師
計画 １２回 １２回 １２回

実績 １１回 １１回 １２回

理学療法士
計画 １２回 １２回 １２回

実績 １１回 １１回 １２回

作業療法士
計画 １２回 １２回 １２回

実績 １１回 １１回 １２回

歯科衛生士
計画 １２回 １２回 １２回

実績 １１回 １１回 １２回

栄養士
計画 １２回 １２回 １２回

実績 １１回 １１回 １２回

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

作業療法士
計画 150回 150回 150回

実績 252回 167回 150回

歯科衛生士
計画 100回 100回 100回

実績 56回 72回 100回
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第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート５

エ リハ職ネットワーク事業

課題と対応策

ア 地域ケア会議・自立支援サポート会議（P34）

ほぼ月1回実施することができた。薬剤師、理学療法士、作業療法士、歯科衛

生士、栄養士以外の職種も含めて、多職種が参加することで自立支援への助言が

得られた。今後は様式や会議方法などを工夫し、本人の望む暮らしの実現に向け

て継続実施する。

イ 住民主体の通いの場への関与（Ｐ35）

介護福祉課の作業療法士が、今後も継続して地域体操教室に出向き運動指導等

を実施する。

ウ 個別支援（通所や訪問への関与）（Ｐ35）

作業療法士、歯科衛生士、栄養士とともに、地域包括支援センターや居宅介護支

援事業所からの依頼があり、家庭訪問にて専門的な支援を行っており、今後も継

続してを行う。

エ リハ職ネットワーク事業（Ｐ35）

新型コロナウイルス感染症の影響により、介護保険施設見学等は難しいが、今

後もオンラインにて研修を実施する。

栄養士
計画 20回 20回 20回

実績 31回 45回 20回

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

研修会 実績 回数 ０回 ２回 1回

人数 0人 68人 30人

関係者会議 実績 1回 1回 1回
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第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート６

事業名 健康づくりによる介護予防の推進 結果 ◎

現状と課題

具体的な取組

口腔機能の維持・向上、生活習慣病予防等の健康教育と介護予防との間においては

密接な関係性があることから、保健師、歯科衛生士などの専門職による訪問調査・指導

など健康づくりからのアプローチによる介護予防を進めていく必要がある。

（１）障がい者等歯科保健医療サービス推進事業…心身に障がいがあり、歯科治療

や歯科指導を受けることが困難な者に対し、口腔機能の維持・向上を図るため、

介護サービス事業所等との連携及び滝川市歯科医会の協力のもと訪問実態調

査、口腔衛生指導、歯科検診等を実施する。

（２）生活習慣病予防・介護予防に関する健康教育…生活習慣病や要介護状態等の

予防、健康づくりの知識の普及を図るため、青壮年期からの健康の保持・増進

を目的として各種健康教育を実施する。

（３）生活習慣病予防・介護予防のための訪問指導…健康相談や健康診査など

により発見された療養上の保健指導が必要な高齢者やその家族を訪問し、健

康に関する問題の総合的把握や必要な指導を行う。

（４）高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業…高齢者の心身の多様な課題

に対応し、きめ細やかな支援を実施するため、後期高齢者の保健事業について、

介護保険の地域支援事業や国民健康保険の保険事業と一体的に実施する。

事業内容

取組実績

（１）障がい者等歯科保健医療サービス推進事業

※訪問歯科検診は、訪問実態調査の結果、必要者に対して行うものでＲ３・

４は必要者が生じなかったため、実施していない。

（２）生活習慣病予防・介護予防に関する健康教育

（ヘルシーエクササイズ）

（依頼による健康教室）

Ｒ3年度 R４年度 R５年度

訪問実態調査
計画 20人 20人 20人

実績 20人 20人 20人

訪問口腔衛生指導
計画 120人 120人 120人

実績 63人 74人 120人

訪問歯科検診
計画 1人 1人 1人

実績 0人 0人 1人

Ｒ3年度 R４年度 R５年度

回数
計画 43回 43回 43回

実績 28回 44回 43回

延人数
計画 2,800人 2,800人 2,800人

実績 557人 620人 2,800人

Ｒ3年度 R４年度 R５年度

開催回数
計画 10回 10回 10回

実績 0回 7回 10回
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第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート６

（３）生活習慣病予防・介護予防ための訪問指導

（４）高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業

①高齢者に対する個別支援(ハイリスクアプローチ）

生活習慣病重症化予防、糖尿病性腎症重症化予防等

②通いの場への積極的な関与（ポピュレーションアプローチ）

課題と対応策

（１）障がい者等歯科保健医療サービス推進事業（Ｐ36）

口腔栄養アセスメントシートの活用をきっかけに、口腔の問題が軽度なうち

に訪問実態調査に繋ぐことができ、より生活習慣の改善等で解決できるかかわ

りができるようになった。一体化担当看護師とも連携し、地区担当保健師や他

職種との情報共有に努めながらより早期での介入を目指す。

（２）生活習慣病予防・介護予防に関する健康教育（Ｐ36）

ヘルシーエクササイズは新型コロナウイルス感染症対策により実施回数が減

少したが、運動の機会として継続して利用する参加者は多い。今後は、感染対策

に努めながら、中止していた周知を再開し、利用者の増加を目指す。

（３）生活習慣病予防・介護予防のための訪問指導（Ｐ37）

ＫＤＢデータ等を活用した保健事業と介護予防の一体的な実施事業を開始

し、75歳以上の生活習慣病予防・重症化予防を個別支援により実施。収縮期血

圧の有所見者割合が高く、循環器疾患のリスクが高い者が多い。より健康課題

に合わせた事業内容、訪問対象者の選定となるよう精査が必要。

延参加者数
計画 300人 300人 300人

実績 0人 381人 300人

Ｒ3年度 R４年度 R５年度

40～64歳
計画 40件 40件 40件

実績 8件 25件 40件

65～69歳
計画 50件 50件 50件

実績 32件 48件 70件

70歳以上
計画 90件 90件 90件

実績 122件 165件 90件

計
計画 180件 180件 180件

実績 162件 238件 180件

Ｒ3年度 R４年度 R５年度

実人数 実績 68人 90人 人

Ｒ3年度 R４年度 R５年度

フレイル状態の把握
計画 100人 100人 100人

実績 98人 243人 100人

健康教育
計画 6か所 6カ所 6カ所

実績 7カ所 21カ所 6カ所
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第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート６

（４）高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業（P38）

令和3年度より事業を開始し、75歳以上の生活習慣病予防・重症化予防を

個別支援により実施。訪問実施により改善傾向にある者が多かった。令和4年

度より医療・健診未受診の健康状態不明者への訪問を実施。健診または医療等

必要に応じた接続ができるよう支援を継続したい。また、ハイリスクアプロー

チによる生活習慣病の重症化予防、ポピュレーションアプローチによるフレイ

ルや生活習慣病予防の啓蒙啓発に努めたい。
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第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート７

事業名 その他の生活支援事業の推進 結果 ○

現状と課題

具体的な取組

高齢化が進展するなかで、高齢者単身世帯や高齢者夫婦世帯、認知症高齢者などの増加

が顕著となっている。このような状況において、高齢者の安否確認を含めた各種生活支援

のための事業の重要性がますます高まっているところであり、より一層の推進が必要とな

っている。

（１）独居老人友愛訪問サービス事業…高齢者単身世帯に対し、乳酸菌飲料の配達と安

否確認を実施する。

（２）食の自立支援事業…食生活の改善が必要な高齢者世帯に対し、夕食の配達と安否

確認を実施する。

（３）福祉除雪ヘルパーサービス事業（コミュニティ除雪事業）…高齢者世帯に対する

冬期間の在宅生活支援のため、居宅に除雪事業者を派遣する及び地域団体に小型除

雪機を貸与する。

（４）緊急通報システム整備事業…高齢者世帯に対し緊急時において消防署に通報する

装置の貸与を行う。

（５）救急医療情報キット配付事業…高齢者世帯に対し、緊急時に備えかかりつけ医、

緊急連絡先等を記載し冷蔵庫等に貼付する情報キットの配付を行う。

（６）老人福祉電話貸与事業…高齢者世帯に対し、緊急時の連絡手段を確保するため電

話加入権の貸与を行う。

（７）敬老特別乗車証事業…高齢者の外出機会拡大や交通弱者支援等を目的として、75

歳以上の高齢者の希望者に対し、北海道中央バス及び空知中央バスの市内路線の乗

車料金が100円となる乗車証を交付する。

（８）老人特定目的住宅安否確認事業…老人特定目的住宅に入居している高齢者世帯に

対し、朝夕の安否確認や緊急時の対応等のサービスを提供する。

（９）はいかい高齢者等位置探索システム助成事業…はいかいの心配のある高齢者に対

し、ＧＰＳ等による位置探索システムの導入初期費用の一部を助成する。

（10）自立支援用具購入費等給付事業…要介護認定等の結果が「非該当」である者のう

ち、転倒の危険性が高い高齢者に対し福祉用具購入及び住宅改修費用の一部を給付

する。

（11）一時帰宅支援費給付事業…介護保険施設又は医療機関に入所等している要介護認

定者等に対し、在宅復帰に向けた外泊のために必要な福祉用具・医療用具の貸与及

び訪問介護費用の一部を給付する。
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第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート７

事業内容

取組実績

（１）独居老人友愛訪問サービス事業

（２）食の自立支援事業

（３）福祉除雪ヘルパーサービス事業

（コミュニティ除雪事業）

（４）緊急通報システム整備事業

（５）救急医療情報キット配付事業

（６）老人福祉電話貸与事業

R３年度 R４年度 R５年度

利用世帯数
計画 115世帯 117世帯 120世帯

実績 100世帯 93世帯 125世帯

延実施回数
計画 27,550回 28,030回 28,750回

実績 23,537回 21,528回 30,500回

R３年度 R４年度 R５年度

利用人数（月平均）
計画 102人 105人 105人

実績 90人 85人 105人

延実施回数
計画 20,600食 21,260食 21,260食

実績 17,546食 16,142食 21,420食

R３年度 R４年度 R５年度

利用世帯数
計画 350世帯 350世帯 350世帯

実績 328世帯 332世帯 333世帯

延実施回数
計画 8,400回 8,400回 8,400回

実績 8,780回 7,973回 9,770回

R３年度 R４年度 R５年度

貸与団体数
計画 3団体 3団体 3団体

実績 2団体 ２団体 ２団体

R３年度 R４年度 R５年度

延貸与者数
計画 1,370人 1,370人 1,390人

実績 1,146人 1,007人 1,020人

月平均貸与者数
計画 114人 114人 116人

実績 96人 84人 85人

R３年度 R４年度 R５年度

配付世帯数
計画 130世帯 130世帯 120世帯

実績 190世帯 24世帯 120世帯

R３年度 R４年度 R５年度

延利用者数 計画 48人 36人 36人
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第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート７

（７）敬老特別乗車証事業

（８）老人特定目的住宅安否確認事業

（９）はいかい高齢者等位置探索システム助成事業

（10）自立支援用具購入費等給付事業

（11）一時帰宅支援費給付事業

課題と対応策

（１）独居老人友愛訪問サービス事業（Ｐ38）

独居老人宅に乳酸菌飲料を届けて、安否を確認する事業であり、離れて暮ら

す家族も安心でき、効果のある事業であることから、引き続き事業のＰＲに努

め利用者の増加を図っていく。

（２）食の自立支援事業（Ｐ39）

夕食を届けながらも安否が確認でき、緊急時の救急隊による病院への搬送に

繋がったケースも有り、引き続き事業のＰＲに努め、利用者の増加を図っていく。

（３）福祉除雪ヘルパーサービス事業（Ｐ39）

間口を広く除雪して欲しいなどの利用者からの要望の増加と、限られた時間内で

実績 48人 48人 36人

月平均貸与者数
計画 4人 3人 3人

実績 4人 4人 3人

R３年度 R４年度 R５年度

交付対象者数 7,382人 7,515人 7,804人

延べ利用回数 158,442回 69,572回 101,864回

R３年度 R４年度 R５年度

延利用件数
計画 540件 540件 540件

実績 526件 514件 540件

延確認回数
計画 24,450回 24,450回 24,450回

実績 179,70回 18,682回 24,450回

R３年度 R４年度 R５年度

利用者数
計画 ２人 ２人 ２人

実績 ０人 ０人 ２人

R３年度 R４年度 R５年度

利用件数
計画 2件 2件 3件

実績 0件 0件 3件

R３年度 R４年度 R５年度

利用件数
計画 2件 2件 3件

実績 3件 1件 3件
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第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート７

除雪を行わなければ市内全域の除雪ができない状況との調整が難しいことがある。

上記３事業は、安否確認を含めた事業となっており、高齢化が進展し高齢者単身世

帯が増加する状況から、事業の必要性をPRし、より一層の推進に努める。

（４）緊急通報システム整備事業（Ｐ40）

安心して暮らしていく事業のため、さらに多くの方にご利用いただけるようＰ

Ｒに努めていく。

（５）救急医療情報キット配付事業（Ｐ41）

新たに対象となられる方へのＰＲ、記載されている情報の更新に努めていく。

（６）老人福祉電話貸与事業（Ｐ41）

携帯電話の普及により新規利用者も見込めない為、将来的な事業の廃止について

検討を要する。

（７）敬老特別乗車証事業（Ｐ42）

令和4年度から路線別・運賃別の整理券投入による実績払いに変更し、不足とな

った整理券を市役所へ取りに来たり、100円に整理券を添えて投入する等の負担が

増えたが、高齢者の外出機会の拡大、交通弱者支援等のため、引き続き事業を継続

していく。

（８）老人特定目的住宅安否確認事業（Ｐ42）

朝・夕のナースコールによる安否確認などを行い、虚弱な高齢者が在宅生活を安

心して過ごせる事業の為、積極的なPRに努める。

（９）はいかい高齢者等位置探索システム助成事業（Ｐ42）

定期的に充電し本人に持たせる必要がある商品が多いため、なかなか利用につな

がらない。現在使っている機器以外の物の情報収集を行い、個別の状況に応じた商

品を紹介できるようにする。

（10）自立支援用具購入費等給付事業（Ｐ43）

要介護認定の結果が「非該当」と判定された方のうち、転倒の危険性が高い方が

対象となる事業であり、必要性の高い方については概ね要介護認定が該当するため、

利用希望者が少ない事業である。引き続き地域包括支援センター等の関係機関との

連携を図り、制度の周知及び利用希望者の把握に努める。

（11）一時帰宅支援費給付事業（Ｐ43）

介護保険施設又は医療機関に入所等している要介護認定者が一時的に帰宅する際

に必要な福祉用具等の貸与に対する支援であるため、対象者が少なく、利用者の予

測がつきにくい事業である。引き続き医療機関等との連携を図り、制度の周知及び

利用希望者の把握に努める。
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第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート８

事業名 家族介護者への支援の充実 結果 ◎

現状と課題

具体的な取組

高齢化や核家族化、人口減少などを背景とした社会の世帯構造の変化が著しい状況

下において、要介護者のみならず家族介護者を含めて、安心してその人らしい生活を

継続できるようにするため、家族介護者の精神的・身体的・経済的負担を軽減するため

の家族介護者支援事業の意義がますます高まっているところであり、より一層の推進

が必要となっている。

（１）介護者サロン…介護者の心身のリフレッシュを図り、介護負担の軽減につな

げるため開催する。

（２）家族介護用品支給事業…要介護度３以上の認定を受けた排尿・排便全介助の要

介護者を在宅で介護する家族等に対し介護用品を支給する。

（３）リフト付きタクシー等利用料助成事業…要介護度３以上の認定を受けた寝たき

り等により移動が困難な要介護者に対しリフト付きタクシー等の利用料を助成

する。

事業内容

取組実績

（１）介護者サロン

（２）家族介護用品支給事業

（３）リフト付きタクシー等利用料助成事業

R３年度 R４年度 R５年度

開催回数
計画 ４回 ４回 ４回

実績 ２回 ４回 ４回

延参加者数
計画 80人 80人 80人

実績 59人 121人 120人

R３年度 R４年度 R５年度

受給者数
計画 16人 16人 17人

実績 16人 15人 17人

利用枚数
計画 715枚 715枚 760枚

実績 658枚 537枚 790枚

R３年度 R４年度 R５年度

受給者数
計画 15人 15人 16人

実績 16人 18人 16人

助成額
計画 217,500円 217,500円 232,000円

実績 181,400円 208,300円 240,000円

19



第８期滝川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 評価シート シート８

課題と対応策

（１）介護者サロン（Ｐ44）

令和3年度は新型コロナの影響で予定回数を下回ったが、令和4年度からは

感染対策を取り、予定通りの回数で開催している。一度参加した人は継続して

参加し、回数増を希望する声があるが、送迎や従事する人員の確保の問題によ

り難しいことから、年4回の介護者サロンを継続。チームオレンジの協力を得

ながら、介護者にとって参加しやすい内容・体制を取る。居宅介護支援事業所の

介護支援専門員に協力を依頼し、広く周知に努める。認知症カフェや地域のサ

ロンなどが、介護者も気軽に通える場となるよう連携する。

（２）家族介護用品支給事業（Ｐ44）

受給者数に大きな増減ないが、国から交付金対象となる地域支援事業とし

ては事業の廃止・縮小を指示されていることから、今後の事業継続につい

て検討を要する。

（３）リフト付きタクシー等利用料助成事業（Ｐ45）

家族介護用品支給事業と同様に受給者数に大きな増減はないが、家族介護

用品支給事業の今後の方向性と併せて事業の在り方を検討する必要がある。
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